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一
九
八
六
年
関
西
大
学
着
任
の
井
上
泰
山
先
生
が
昨
年
三
月
を
も
っ
て
退
休
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
〇
年
着
任
の
内
田
慶
市

先
生
も
今
年
三
月
を
も
っ
て
退
休
さ
れ
ま
す
。「
大
家
の
風
貌
」
と
「
大
学
問
」
を
兼
備
す
る
お
二
人
の
先
生
の
「
退
休
記
念
号
」
の
た
め

に
序
文
を
書
け
と
本
誌
の
編
集
者
の
奥
村
佳
代
子
先
生
と
中
国
学
専
修
の
長
谷
部
剛
先
生
に
依
頼
さ
れ
た
際
、
さ
す
が
に
「
荷
が
重
い
」・

「
手
に
余
る
」
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
お
二
人
の
先
生
の
履
歴
書
と
業
績
書
を
拝
見
し
な
が
ら
、
四
半
世
紀
に
わ
た
る
お
付
き
合
い
の
な

か
で
深
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
こ
と
ど
も
が
次
第
に
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
そ
の
な
か
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
、
お
二
人

の
先
生
の
お
人
柄
と
学
問
の
一
端
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
一
九
九
六
年
に
着
任
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
中
国
文
学
科
は
言
語
・
文
学
・
思
想
の
三
分
野
で
十
四
人
の
錚
錚
た
る
ス
タ
ッ
フ
を

擁
す
る
学
科
で
あ
り
ま
し
た
。
上
海
帰
省
の
際
に
、
母
校
復
旦
大
学
の
周
振
鶴
先
生
か
ら
、
同
大
留
学
時
代
の
内
田
先
生
が
城
隍
廟
付
近

の
古
本
市
場
や
福
州
路
の
古
本
屋
で
英
華
辞
典
類
な
ど
を
買
い
漁
っ
て
い
た
と
い
う
話
を
聞
か
さ
れ
た
時
、
中
学
校
の
時
か
ら
上
海
の
古

本
屋
回
り
が
大
好
き
だ
っ
た
私
は
、
内
田
先
生
を
同
好
の
仲
間
と
見
な
し
ま
し
た
。
一
九
九
七
年
秋
、
先
生
が
翌
年
の
在
外
研
究
先
を
探

さ
れ
る
時
、
私
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
Ｐ
Ｄ
時
代
に
義
務
付
け
ら
れ
た
研
究
発
表
を
司
会
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
親
し
く
な
っ
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た
東
ア
ジ
ア
言
語
文
明
学
部
の
中
国
思
想
史
教
授Peter Bol

先
生
（
当
時
は
学
部
長
、
二
〇
一
三
年
以
降
同
大
の
副
学
長
を
務
め
て
お

り
、
復
旦
大
・
北
京
大
・
浙
江
大
な
ど
と
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
を
精
力
的
に
推
進
し
て
お
ら
れ
る
）
を
受
け
入
れ
担
当
の
候
補
者
と
し
て
紹

介
し
ま
し
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
滞
在
中
の
内
田
先
生
が
、
当
時
ま
だ
極
少
な
か
っ
た
個
人
の
ホ
ー
ム
ペ
イ
ジ
か
ら
現
地
の
情
報
を
頻
繁
に
発

信
し
、
研
究
終
了
後
は
早
く
も
二
〇
〇
〇
年
に
『
ハ
ー
バ
ー
ド
電
脳
日
記

―
ミ
セ
ス
・
バ
ー
バ
ラ
と
の
出
会
い
』（
ミ
セ
ス
・
バ
ー
バ

ラ
は
先
生
の
寄
宿
先
の
大
家
さ
ん
）
を
上
梓
さ
れ
、
中
国
学
の
世
界
に
お
け
る
初
期
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
使
い
手
と
し
て
、
同
業
者
た

ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
数
年
後
、
斯
界
に
お
け
る
電
脳
達
人
の
い
わ
ゆ
る
「
四
天
王
」
中
の
三
人
（
内
田
先
生
、
沈
国

威
先
生
と
二
階
堂
善
弘
先
生
）
が
己
の
同
僚
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
本
研
究
科
一
員
と
し
て
の
誇
り
を
よ
り
一
層
強
め
ま
し
た
。

　

内
田
先
生
が
学
究
肌
の
方
で
あ
ら
れ
る
一
方
で
、
行
政
手
腕
や
国
際
交
流
に
も
長
け
た
こ
と
は
、
学
内
外
、
国
内
外
で
歴
任
さ
れ
た
数
々

の
要
職
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
詳
細
は
そ
の
略
歴
を
参
照
）。
そ
の
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
関
西
大
学
図
書
館
館
長
時
代
（
二
〇

一
二
年
十
月
―
二
〇
一
六
年
九
月
）
以
降
、
バ
チ
カ
ン
図
書
館
、
浙
江
大
学
・
香
港
城
市
大
学
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
図
書
館
な
ど

と
活
発
な
国
際
交
流
と
協
働
を
展
開
さ
せ
た
こ
と
で
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
並
み
の
自
然
な
中
国
語
会
話

能
力
や
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
に
よ
く
配
慮
す
る
温
か
い
人
柄
な
ど
が
必
須
条
件
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
も
増
し
て
重
要
な
フ
ァ
ク

タ
ー
は
、
先
生
が
グ
ロ
バ
ー
ル
化
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
オ
ー
プ
ン
な
姿
勢
と
柔
軟
な
頭
脳
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
館
長
就
任
後
初
め
て
『
関
西
大
学
図
書
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
に
寄
稿
さ
れ
た
巻
頭
言
「
私
の
夢
見
る
図
書
館
像

―
開
か
れ
た
図
書
館

を
目
指
し
て
」
に
次
の
一
節
が
あ
り
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
図
書
館
は
「
知
的
所
有
権
」
意
識
と
「
知
る
権
利
」
を
守
る
モ
ラ
ル
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
守
っ
て
い
る
欧
米
の
代
表
的
な
図
書
館
と
比
べ
た
場
合
、
相
当
遅
れ
て
お
り
、「「
コ
ピ
ー
天
国
」
は
必
ず
し
も
中
国
や

韓
国
の
専
売
特
許
で
は
な
く
日
本
だ
っ
て
そ
の
傾
向
は
昔
か
ら
あ
る
の
だ
。
特
に
知
的
所
有
権
に
つ
い
て
は
そ
の
意
識
は
明
ら
か
に
低
い
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と
思
わ
れ
る
。
大
切
な
も
の
は
人
に
は
な
る
だ
け
見
せ
ず
、
他
人
の
も
の
は
自
分
の
も
の
と
し
て
知
ら
ぬ
顔
。
東
西
の
図
書
館
の
根
本
的

な
違
い
は
こ
こ
に
由
来
す
る
と
私
は
考
え
て
い
る
」
と
。
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
観
念
に
お
け
る
権
利
意
識
の
欠
如
を
忌
憚
な
く

批
判
す
る
姿
勢
は
こ
こ
に
鮮
明
に
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

批
判
だ
け
で
な
く
、
欧
米
並
み
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
も
っ
て
可
能
な
限
り
現
状
の
改
善
と
一
歩
前
進
を
図
る
ご
努
力
の
一
例
を
こ
こ
に

挙
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
内
藤
湖
南
の
故
郷
（
秋
田
県
鹿
角
市
）
の
郷
土
史
研
究
会
の
方
々
が
、
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所

蔵
の
湖
南
の
青
年
期
書
簡
と
故
郷
に
残
っ
て
い
る
書
簡
と
を
リ
ン
ク
し
て
解
読
作
業
を
行
っ
た
う
え
で
『
内
藤
湖
南
・
十
湾
書
簡
集
』（
十

湾
は
湖
南
の
父
）
を
刊
行
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
長
い
間
許
可
を
得
ら
れ
ず
、
そ
の
苦
情
が
様
々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
湖
南
研
究

者
の
私
の
耳
に
も
入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
懸
案
事
項
は
よ
う
や
く
内
田
館
長
時
代
で
解
決
さ
れ
、
念
願
の
公
刊
が
二
〇
一
六
年
内
藤
湖

南
生
誕
一
五
〇
周
年
と
い
う
目
出
度
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
現
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
開
か
れ
た
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、

館
長
任
期
が
終
わ
っ
た
翌
二
〇
一
七
年
以
降
、
関
西
大
学
ア
ジ
ア
・
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
さ
れ
た
の
で
す
。「
名
副
其
實
」
の
最
適
任
者
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

井
上
先
生
の
ご
専
門
分
野
は
古
典
小
説
を
中
心
と
す
る
近
世
の
「
白
話
文
学
」
で
、
趣
味
の
一
つ
は
日
本
の
文
学
全
集
精
読
と
全
国
の

文
学
記
念
館
探
訪
、
一
年
に
数
度
、
白
話
文
学
作
品
に
関
す
る
各
種
の
読
書
会
を
開
催
し
て
い
る
と
自
己
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
大
学
の
内
部
広
報
冊
子
『
先
生
の
横
顔
』
二
〇
一
八
年
度
版
）。
お
互
い
の
個
人
研
究
室
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
私
は
よ
く
先

生
を
お
邪
魔
し
て
、
多
く
の
こ
と
に
つ
い
て
有
難
い
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
が
多
く
の
文
学
記
念
館
関
係
の
図
録
を
も
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
は
、
二
〇
一
六
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
同
年
度
の
日
本
思
想
史
学
会
年
次
大
会
の
本
学
で
の
開
催
責
任
者

と
し
て
、
私
は
泊
園
記
念
会
会
長
吾
妻
重
二
教
授
と
相
談
し
、
大
学
創
立
一
三
〇
周
年
と
い
う
機
会
を
と
ら
え
て
関
西
大
学
図
書
館
の
展
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示
室
で
泊
園
文
庫
・
内
藤
文
庫
・
増
田
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
日
中
文
化
交
渉
研
究
の
資
料
を
陳
列
し
、
年
次
大
会
参
加
者
の
見
学
の

た
め
に
便
宜
提
供
し
よ
う
と
す
る
プ
ラ
ン
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
展
示
物
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
晩

年
本
学
教
授
を
つ
と
め
ら
れ
た
故
増
田
渉
先
生
の
こ
と
を
伺
い
た
く
、
井
上
先
生
の
研
究
室
を
訪
ね
て
み
た
ら
、
先
生
は
そ
の
場
で
書
架

か
ら
『
海
を
越
え
た
友
情

―
増
田
渉
と
魯
迅
』
と
題
す
る
鹿
島
歴
史
民
俗
資
料
館
（
島
根
県
松
江
市
）
の
図
録
を
取
り
出
し
て
手
渡
し

て
く
れ
ま
し
た
。
中
国
の
文
豪
魯
迅
と
特
別
な
友
誼
を
結
ん
だ
中
国
文
学
者
増
田
は
鹿
島
町
出
身
と
い
う
こ
と
で
、
同
資
料
館
が
相
当
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
し
て
作
っ
た
立
派
な
図
録
で
す
。
そ
の
お
蔭
で
関
連
展
示
物
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
展
示
図
録
に
お
け
る

詳
細
な
説
明
文
を
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
、
充
実
し
た
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
主
催
の
読
書
会
は
合
同
研
究
室
や
合
宿
先
の
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
り
、
そ
の
内
容
の
濃

さ
と
頻
度
の
高
さ
は
中
文
教
室
の
な
か
で
は
「
有
口
皆
碑
」
と
い
う
定
評
あ
る
課
外
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
ゼ
ミ
合
宿
と
重
な
っ

た
こ
と
が
二
度
あ
り
、
一
度
は
彦
根
荘
に
お
け
る
偶
然
の
邂
逅
で
、
い
ま
一
度
は
六
甲
山
荘
で
合
同
開
催
し
た
発
表
会
で
あ
り
ま
し
た
。

先
生
の
門
下
生
の
発
表
は
筋
立
て
が
良
く
内
容
も
充
実
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
学
生
た
ち
に
対
す
る
先
生
の
深
い
愛
情
と
強
い
責
任
感
、

次
世
代
研
究
者
の
育
成
を
自
分
の
生
き
甲
斐
と
考
え
る
先
生
の
人
生
観
が
窺
え
ま
す
。
先
生
が
高
弟
た
ち
の
協
力
を
得
て
成
し
遂
げ
た
最

大
の
偉
業
は
、
章
培
恒
先
生
等
が
主
編
す
る
『
中
国
文
学
史
新
著
』
の
日
本
語
訳
（
上
巻
の
共
訳
者
は
林
雅
清
氏
、
中
巻
は
後
藤
裕
也
氏
、

下
巻
は
四
方
美
智
子
氏
）
で
す
。
上
巻
が
出
版
さ
れ
た
二
か
月
後
の
二
〇
一
一
年
五
月
三
日
に
、
復
旦
大
学
が
同
書
の
出
版
に
ち
な
ん
だ

中
国
文
学
史
の
外
国
語
訳
に
関
す
る
大
型
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
盛
況
は
、
翌
日
の
復
旦
文
化
新
聞
網
に
よ
る
次

の
報
道
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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复
旦
大
学
杰
出
教
授
章
培
恒
先
生
等
主
编
的
《
中
国
文
学
史
新
著
》
日
译
本
第
一
卷
近
日
由
日
本
关
西
大
学
出
版
社
出
版
、
这

是
建
国
以
来
大
型
中
国
文
学
史
著
作
首
次
被
译
介
到
国
外
。
日
文
版
由
日
本
关
西
大
学
资
深
汉
学
家
井
上
泰
山
教
授
率
领
的
团
队
进

行
翻
译
在
日
本
出
版
。

　
　

5
月
3
日
、《
中
国
文
学
史
新
著
》
日
译
本
第
一
卷
出
版
暨
中
国
文
学
史
外
译
国
际
研
讨
会
在
复
旦
大
学
举
行
。
本
次
会
议
以

《
中
国
文
学
史
新
著
》
的
日
译
本
第
一
卷
出
版
为
契
机
、
邀
请
包
括
井
上
泰
山
教
授
在
内
的
日
本
・
韩
国
・
美
国
以
及
香
港
・
大
陆
的

著
名
学
者
、
文
学
史
著
译
家
汇
聚
上
海
、
共
同
探
讨
东
亚
、
欧
美
翻
译
及
撰
著
中
国
文
学
史
的
历
史
与
现
状
、
译
介
中
国
文
学
史
的

选
择
标
准
、
翻
译
路
径
与
原
则
以
及
中
国
文
学
史
外
译
的
前
景
等
话
题
。

　

し
か
し
、
井
上
先
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
が
中
国
で
特
別
な
光
栄
を
得
た
最
初
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
四
年
前
の
二
〇
〇

七
年
五
月
十
日
に
、
先
生
の
三
国
演
義
研
究
も
同
書
愛
好
者
の
多
い
中
国
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。
そ
の
媒
介
者
も

や
は
り
章
教
授
で
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
『
東
方
早
報
』
に
「
井
上
泰
山
：
就
这
样
成
为
「
三
国
」
俘
虏
」
と
題
す
る
熱
の
こ
も
っ
た
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

应
复
旦
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
所
长
章
培
恒
教
授
之
邀
、
日
本
著
名
私
立
大
学
关
西
大
学
的
井
上
泰
山
教
授
前
天
在
复
旦
开
讲

系
列
讲
座
《〈
三
国
演
义
〉
与
日
本
文
化
》。
作
为
日
本
当
代
研
究
《
三
国
演
义
》
的
重
要
学
者
、《
三
国
演
义
》
重
要
版
本
叶
逢
春
版

《
三
国
志
通
俗
演
义
史
传
》
的
发
现
者
和
翻
刻
版
的
出
版
者
、
井
上
泰
山
将
把
自
己
和
《
三
国
演
义
》
的
缘
分
渊
源
以
及
《
三
国
演

义
》
对
日
本
文
化
的
影
响
在
四
次
讲
座
中
娓
娓
道
来
。
井
上
泰
山
自
嘲
作
为
不
是
出
身
于
书
香
世
家
的
学
者
、
自
己
直
到
大
学
才
通



一
〇

读
了
《
三
国
演
义
》、
这
个
时
间
比
一
般
日
本
人
晚
、
但
是
却
“
马
上
成
了
它
的
俘
虏
”。

　
　
（
中
略
）

　
　

章
培
恒
对
于
日
本
学
界
的
《
三
国
演
义
》
研
究
给
予
了
高
度
的
评
介
，
并
总
结
了
出
了
两
个
特
点
。
首
先
，
对
于
新
发
现
的
材

料
的
研
究
比
中
国
学
界
花
力
气
。
第
二
，
重
视
版
本
的
研
究
，
并
注
重
分
析
外
国
文
化
对
中
国
传
统
通
俗
小
说
的
影
响
。

　
　

5
月
10
日
、
15
日
、
16
日
，
井
上
泰
山
将
继
续
在
复
旦
就
在
西
班
牙
发
现
叶
逢
春
本
《
三
国
志
通
俗
演
义
史
传
》
的
经
历
以
及

自
江
户
时
代
以
来
《
三
国
演
义
》
在
日
本
学
界
和
民
间
造
成
的
影
响
作
进
一
步
介
绍
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
井
上
先
生
と
章
先
生
の
友
情
は
、
あ
る
意
味
で
増
田
渉
と
魯
迅
と
の
友
情
に
類
比
で
き
る
部
分
が
あ
る
だ
ろ
う
と
言

え
ま
す
。
前
者
は
日
中
戦
争
の
前
夜
に
形
成
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
後
者
は
平
和
と
国
際
化
の
時
代
に
形
成
さ
れ
た
も
の
の
一
つ

で
あ
る
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も
異
国
の
文
学
研
究
者
の
個
人
間
の
真
摯
な
友
情
を
示
す
感
動
的
な
物
語
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
中
国
人

と
し
て
の
私
は
幸
い
に
も
、
後
者
の
由
緒
を
知
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
す
。

　

す
な
わ
ち
章
培
恒
先
生
が
神
戸
大
学
外
国
人
教
師
と
し
て
初
来
日
し
た
の
は
中
国
の
改
革
開
放
直
後
の
一
九
七
九
年
に
遡
り
ま
す
。
一

九
八
〇
年
代
も
時
折
日
本
を
訪
れ
て
集
中
講
義
や
講
演
を
行
い
、
日
本
の
中
国
文
学
研
究
界
で
大
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
一
九
八
六
年
に

関
大
に
着
任
さ
れ
た
井
上
先
生
は
そ
の
前
後
よ
り
、
章
先
生
の
人
と
学
問
を
慕
う
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
復
旦
大
学
講

師
と
し
て
同
年
よ
り
大
阪
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
留
学
し
は
じ
め
た
私
も
、
よ
く
章
先
生
に
関
す
る
噂
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
二

〇
年
後
の
二
〇
〇
六
年
に
関
西
大
学
創
立
一
二
〇
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
組
織
者
の
藤
田
髙
夫
教
授
よ
り
な

ん
と
破
天
荒
な
使
命
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
上
海
に
行
っ
て
招
聘
予
定
の
復
旦
大
学
所
属
の
パ
ネ
リ
ス
ト
二
人
、
章
培
恒
先
生



一
一

と
周
振
鶴
先
生
を
迎
え
て
こ
い
と
い
う
「
奉
迎
使
」・「
接
伴
使
」
の
仕
事
で
あ
り
ま
し
た
。
私
の
渡
航
予
定
を
知
っ
た
井
上
先
生
は
、
章

先
生
に
差
し
上
げ
て
ほ
し
い
と
、
わ
ざ
わ
ざ
“
一
大
瓶
（
一
八
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）”
を
私
の
と
こ
ろ
に
運
ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
私
は

井
上
先
生
の
依
頼
ど
お
り
実
行
し
ま
し
た
が
、
章
先
生
に
指
示
さ
れ
た
手
渡
し
場
所
は
想
定
外
の
バ
ン
ド
に
面
す
る
高
級
ホ
テ
ル
の
高
層

レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
り
ま
し
た
。
多
忙
な
章
先
生
が
、
北
京
よ
り
来
訪
す
る
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
の
シ
ニ
ア
研
究
員
と
私
を
共
に

豪
華
な
ご
馳
走
に
招
待
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
の
収
穫
は
、
美
味
し
い
料
理
や
バ
ン
ド
の
夜
景
を
楽
し
む
こ
と
と
い
う
よ
り

も
、
弾
み
の
あ
る
お
二
人
の
大
先
生
の
懐
旧
談
を
横
で
拝
聴
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
一
九
七
九
年
「
中
国
文
学
研
究
者
訪
華
団
」
団

長
を
務
め
た
故
吉
川
幸
次
郎
先
生
の
一
行
が
三
週
間
に
わ
た
り
唐
詩
ゆ
か
り
の
名
所
旧
跡
を
巡
り
ま
し
た
が
、
そ
の
シ
ニ
ア
研
究
員
は
、

一
行
の
同
伴
者
と
案
内
者
で
あ
っ
た
た
め
、
話
題
は
当
時
の
風
景
や
逸
聞
に
及
び
ま
し
た
。
こ
の
珍
し
い
お
話
を
聞
け
た
の
も
、
ひ
と
え

に
井
上
先
生
の
お
蔭
で
あ
っ
た
と
い
ま
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
記
す
る
井
上
先
生
の
三
国
研
究
に
対
す
る
章
先
生
の
二
つ
の
高
い
評
価
は
取
り
も
直
さ
ず
、
内
田
先
生
が
開
発
し
た
「
周

縁
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
よ
る
中
国
語
学
研
究
に
も
当
て
嵌
ま
る
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
日
本
人
研
究
者
は
新
し
く
発
見
さ
れ
た
資
料
の

研
究
に
投
入
す
る
精
力
が
中
国
人
研
究
者
の
そ
れ
よ
り
大
き
い
こ
と
、
お
よ
び
中
国
伝
統
的
言
語
文
学
に
対
す
る
外
国
文
化
の
影
響
に
力

点
を
置
い
て
深
く
掘
り
下
げ
て
研
究
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

内
田
先
生
が
行
っ
た
招
待
講
演
の
回
数
は
相
当
多
い
で
す
が
、
そ
の
一
つ
は
「
老
輔
仁
」（
一
九
四
九
年
建
国
前
の
北
京
に
存
在
し
て
い

た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
輔
仁
大
学
、
台
湾
で
は
同
名
の
大
学
が
い
ま
で
も
存
続
し
て
い
る
）
の
伝
統
を
一
部
継
承
し
て
い
る
北
京
師
範
大
学

の
名
高
い
「
跨
文
化
研
究
院
」
で
な
さ
っ
た
「
文
化
交
涉
学
与
语
言
接
触
研
究
」
と
題
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
事
後
の
総
括
報
道
は
次

の
よ
う
に
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。



一
二

　
　

本
次
讲
座
的
首
讲
《
文
化
交
涉
学
与
语
言
接
触
研
究
》、
由
北
师
大
跨
文
化
研
究
院
院
长
董
晓
萍
教
授
主
持
。
２
０
１
９
年
8
月

21
日
上
午
日
本
关
西
大
学
东
亚
研
究
科
教
授
、
关
西
大
学
开
放
式
亚
洲
文
化
研
究
中
心
主
任
内
田
庆
市
教
授
、
在
北
师
大
教
九
楼

201
教
室
，
为
跨
文
化
学
研
究
生
国
际
课
程
班
的
师
生
做
了
他
本
次
讲
座
的
首
讲
做
了
。

　
　

个
案
一
、《
伊
索
寓
言
》
在
西
学
东
渐
时
期
的
汉
译
与
传
播
。

　
　

个
案
二
、
圣
像
画
。

　
　

内
田
教
授
研
究
所
体
现
出
的
扎
实
的
材
料
功
底
、
严
谨
的
论
证
方
式
与
对
理
论
方
法
不
断
创
新
的
探
索
、
展
现
出
东
亚
跨
文
化

研
究
学
者
在
自
身
学
术
传
统
基
础
上
与
国
际
多
元
文
化
沟
通
的
风
貌
、
其
理
论
与
个
案
也
引
发
学
员
们
的
不
断
思
考
。

　

約
百
年
前
、
青
木
正
児
が
中
国
文
学
研
究
に
従
事
す
る
近
代
の
日
本
人
学
者
の
心
理
を
次
の
よ
う
に
鋭
く
分
析
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

或
る
一
国
の
文
学
を
研
究
す
る
上
に
、
外
国
人
が
本
国
人
に
対
し
て
劣
等
感
を
抱
か
し
め
ら
れ
る
の
は
已
む
を
得
ぬ
所
で
あ
る
。
外

国
文
学
の
紹
介
、
啓
蒙
的
老
婆
心
に
満
足
す
る
な
ら
ば
至
極
平
穏
無
事
に
済
ま
う
。
然
し
多
少
と
も
生
き
甲
斐
の
あ
る
善
意
の
野
心

に
燃
ゆ
る
時
、
外
国
文
学
研
究
者
は
物
を
想
は
し
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
欧
洲
文
学
研
究
者
は
い
ざ
知
ら
ず
、
明
治
以
来
、
支
那
文

学
研
究
の
先
輩
達
は
、
そ
の
野
心
を
欧
洲
先
進
国
の
文
化
よ
り
教
ら
れ
た
新
し
き
研
究
法
及
び
着
眼
点
を
活
用
す
る
こ
と
に
由
つ
て
、

支
那
の
学
者
に
対
し
て
機
先
を
制
し
、
一
日
の
長
を
示
し
て
来
た
。

　

内
田
先
生
と
井
上
先
生
の
ケ
ー
ス
は
、
い
ず
れ
も
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
た
近
代
の
日
本
人
学
者
の
研
究
の
特
質
を
反
映
し
て
い
ま
す
が
、



一
三

同
時
に
、
二
十
一
世
紀
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
の
新
し
い
特
色
も
帯
び
て
お
り
ま
す
。
お
二
人
の
先
生
が
開
拓
し
た
研
究
法
を
い

か
に
継
承
し
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
か
は
、
本
会
の
会
員
た
ち
に
と
っ
て
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

講演当日の内田教授と北京師範大学董暁萍教授（真ん中）
との歓談風景

井上泰山教授による章培恒教授ご著書第一巻の日本語訳が
国際シンポジウムの会場で展示されている模様




